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2581. 偽の成人 

今日は一日を通じて気温が低かった。室内にいても肌寒く、午前中には暖房をつける必要があっ

た。今の時間帯も就寝に向けて少しばかり暖房をつけている。今日は午後の早い段階でシュタイナー

の書籍を読み終わり、夕食後からは美学に関する書籍を読み始めた。 

気づかぬ間に夜の九時に近づいてきており、今日は結局過去の日記の編集に一切を手をつける

ことがなかった。シュタイナーの書籍を読んでいると、一つ大変興味深い指摘を見つけた。それは

シュタイナーが、自己の誕生をもってして成人期の始まりと述べていたことだ。 自己が確立された

現代人がどれだけいるかを考えてみたとき、真の成人と呼べる人間はこの世界に少ないことを知

る。  

また、仮に自己を確立し、確立した自己を通じて人間らしく生きることをもってして成人と呼ぶので

あれば、そうした人間はなおさら少ないだろう。真に「人と成っている」人間はこの世界にほとんどお

らず、未だ人類の多くは成人期前にいるのではないかと思わされた。 

シュタイナーの書籍を読み終えた後、美学の書籍を読み始めた。これも先日にフローニンゲンの街

の古書店で購入したものだ。この書籍を読んでいると、意識の形而上学的な事柄を表立って学術

機関で探究する道はなくはないということに気づいた。神学の領域でそうしたものが扱われるのは

不思議ではないし、美学の領域でそれを扱うことも可能であると思った。 

美とは何か？という主題を考えていくと、どうしても形而上学的な問題とぶつかる。また美的経験の

性質を突き詰めていけば、シュタイナーの思想体系で語られているような超越的な意識の特性と関

係してくる。私たちの意識が持つそうした超越的な側面を学術機関の中で探究していく際に、それ

を美学の範疇で行うことは可能であり、そうした形で美学と意識の形而上学の双方を探究していき

たいと思った。少しずつだがまた新たな道が開かれていることを実感する。 

そういえば今日の日記の中で書き留めていたように、魂には普遍的な大通りと個別的な小道の双

方があるのであれば、二つの道を迷わず歩み続けていきたいと思う。日々の自分の歩みは、それら

二つの道の上にあったのだ。またそうした日々の歩みは小道を遥かな彼方の場所にまでつなげて
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いくことを可能にし、いつか小道が大通りに完全につながる、あるいは大通りに還っていくという現

象が起こるのではないかと思う。 

時刻は九時を回った。今日はこれから数十分ほど過去の日記を編集し、“Humanity”に関するドキュ

メンタリー番組の続きを見てから就寝しようと思う。フローニンゲン：2018/5/18（金）21:03 

2582. 内的シンボルが内包する意味の探究  

昨日に引き続き、今日も薄い雲に覆われた空が広がっている。昨日に比べて風は弱いが、寒さは

似たようなものである。 

六月が徐々に近づいてきているが、まさか昨日のように暖房をつけることになるとは思ってもいなかっ

た。今朝も室内に寒さを感じたため、暖房をつけることにした。また、昨夜は就寝時に湯たんぽを使っ

た。ここしばらくはもう湯たんぽを使う必要はなかったのだが、昨日はその寒さゆえにそれを使わざ

るをえなかった。 

フローニンゲンで迎える三回目の夏が迫ってきている。現在のような気候状態を考えてみると、フロー

ニンゲンの夏は本当に短いように思う。夏らしい暑さを感じる日は、おそらく数日ほど断続的にやっ

てくるだけであり、九月の半ばを迎える頃には再び暖房が必要な気候になっているように思う。 

先ほどまで吹いていた風が今ピタリと止まった。手前の空間に黒い鳥が飛び去って行き、少し離れ

た場所にある赤レンガの家々の上を白い鳥たちが飛び去っていった。 

いつも起床直後に軽く身体運動をするのだが、今日からヨガマットの上でそれを行うようにした。欧

州での生活を始める前、つまり私が日本や米国に住んでいた頃は、早朝にヨガマットの上でヨガを

してから一日の活動を開始していた。 

オランダに来てからその習慣はなくなっていたのだが、突然その習慣を今日からまた再開させた。

これまでの身体運動ではアクセスできない感覚があることに気づき、これまで活性化させていない

身体の部位を刺激する意味も含め、今朝からヨガの実践をすることにした。筋力のほぐれ方がこれ

までと異なり、より弾力性のある身体を作っていこうと思う。それに合わせて、身体感覚もこれまで以

上に意識的に鍛錬していこうと思う。 
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ヨガの実践を終えた後、新たな習慣となっているデッサンを行った。これは内側の内的感覚を絵と

して表現するものであり、かれこれ数週間ほど継続して実践している。これまで描いたデッサンを眺

めてみると、どれも形や色が異なっていて興味深い。一つとして同じ形や色がないことを見ると、自

分の内的感覚がどれだけ多様かが見えてくる。 

今日描いたデッサンは、どこか内的シンボルと呼んでもいいような、内側に生起する幾何学模様を

表していた。このように幾何学的なシンボルが多種多様に生成されることは非常に興味深く、一つ

一つのシンボルが持つ意味については多くの謎を残しているがゆえに、それもまた大変興味深

い。  

ときどき私は夢の解釈を行っているが、夢を解釈するのと同じぐらいに、絵として表現された内的シ

ンボルを解釈することは難しい。そこにどのような意味が内包されているのだろうか。それへの関心

は尽きない。とりあえず今後も内的感覚をデッサンすることを継続し、数多くのシンボルを描く過程

の中で、少しずつそこに内包される意味を汲み取っていきたいと思う。フローニンゲン：2018/5/19

（土）07:07 

No.1023: Twinkling Green Stars 

Green stars are twinkling in the sky in my mind. I was meditating upon the twinkle. Groningen, 

06:54, Monday, 6/18/2018 

2583. 言霊の反響 

書くことから全てを始めていくこと。それは一日の始まりにも等しく当てはまる。一日の最初に文章を

書くことによって、その日一日がとても充実したものになっていくことはとても興味深い。また、書け

ば書くだけその充実感が深いものに変容していくことも見逃すことはできない。 

書くことの意義とそれが持つ力は果てしない。そのようなことを食卓の窓を眺めながら考えていた。

書きながら感じ、書きながら思考を前に進めていくこと。書くという運動は、感覚を深めていくことと

思考を前に進めていくことに不可欠だ。本当に書けば書くだけ、自分の中の感覚と思考が深まって

いくのを日々実感している。書くことを通じたそれらの深まりは、自己の深まりにつながっている。 
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言葉を外側に表出し、それを文字として形にしていくことの力については今後より一層探求したいと

思う。自分の内側から紡ぎ出した言葉がまるで言霊のように自分に反響していく。この反響作用の

中に自己変容のきっかけがあるのかもしれない。外側に出された自分の言葉が自分の内側にフィー

ドバックをする。 

反復的に思える言葉であっても、それが絶えず変化する自己に再度取り入れられることによって新

たな差異を生む。自分の言葉を起点としたフィードバックループの中に反復と差異の循環過程を見

る。この循環過程の中で生活を営んでいくことが自己を深める最善の道なのかもしれない。 

とにかく今日も寒い。昨日と同じぐらいかそれ以上に寒さを感じる。いつもとは異なる鳥の鳴き声が

聞こえて来る。書斎の中の寒さが厳しく感じられたため、暖房の設定温度を少し高めた。その温度

はほぼ真冬の時代に設定していたものと変わらない。 

今日はこれから少しばかり美学の書籍を読み進める。具体的には、昨日から読み始めていた“In 

Defense of Humanism: Value in the Arts and Letters (1996)”という書籍を読み進める。この書籍は

ケンブリッジ大学出版から出されており、ケンブリッジ大学出版は私が好んでいる出版社の一つだ。

その理由としては、出版される書籍の内容が実に豊かで深いものが多いことが挙げられる。 

昨日本書を読みながら、随所に考えさせられる事柄や、そもそも美学を専門としていない私にとっ

ては新たな発見が数多くあった。それに加え、本書は何よりも注記が充実している。米国の思想家

ケン・ウィルバーのSESと同じぐらいに注記が充実しているというのが私の第一印象だった。今日は

午前中に本文を全て読み通し、注記に関しても自分の関心事項に沿って一度全体に目を通した

いと思う。 

どのような領域の探究でも同じだが、美学の領域に関してもまずはこの領域固有の言語体系に親

しみたいと思う。今の私にとっては、本当に「親しむ」という言葉が最適であり、美学の領域に触れて

いるだけで喜びの感情が自然と湧き上がってくる。午前中はまずはそうした感情に浸りながら本書

を読み終える。本書を読み終えたら、そこから二時間ほど論文の執筆に取り掛かりたい。 

論文の執筆に関しては順調に進んでおり、あとは細かな加筆修正をしていくだけとなった。分量は

それほど多くないのだが、それが細かい分、一つ一つの加筆修正には時間を要することが多い。 
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今日は昼食後にも加筆修正を進めていくが、昼寝の前にそれを終わらせ、昼寝後は論文の執筆に

取り掛からないようにする。その代わりに、そこからは作曲実践を行うことや過去の日記の編集に時

間を充てていく。夜にまた美学の書籍を読む形で今日一日を過ごしたいと思う。フローニンゲン：

2018/5/19（土）07:58 

No.1024: Steiner’s Educational Philosophy of Arts 

I want to deeply delve into Steiner’s educational philosophy of arts. Since I already purchased 

some books written by Steiner, I can start the study on the topic soon. This study can be a them 

of my doctoral dissertation. Groningen, 09:42, Monday, 6/18/2018 

2584. 心象イメージの泉 

当初の予定通りに“In Defense of Humanism: Value in the Arts and Letters (1996)”を先ほど読み

終えた。昨日の日記で書き留めていたように、本書の注記は非常に充実しており、得るものが多かっ

た。本書の中に下線を引いた箇所や書き込みをした箇所を中心に、近々また再読をしたいと思う。

今日はこれから論文の加筆修正に取り掛かり、午後から作曲実践と過去の日記の編集を行ったら、

美学の書籍に再び取り掛かるよりも、先日購入したシュリ・オーロビンドの書籍のうちの一冊を読み

始めていこうと思う。 

購入したオーロビンドの三冊の書籍のうち、まずは“Sri AUrobindo: The Adventure of 

Consciousness (1968)”から読み進めていく。オーロビンドが提唱した意識の発達理論については

その概要しか知らず、これまで深くその理論体系を学んだことはなかった。これを機に、オーロビン

ドの意識の形而上学思想を深く理解していきたいと思う。 

今朝方、過去に自分が作った曲を聴いていると、昨日の就寝前の体験が思い出された。一昨日に

白い光を知覚する体験をし、昨日は千変万化する鮮やかな心象イメージを知覚するという体験をし

ていた。これらの体験はこれまで何度も経験しているものであり、特に不思議なことでもないのだが、

そうした絶えず変化するシンボルを生み出す意識の場には依然として強い関心がある。 
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昨夜の就寝前に知覚されていた無数のイメージを追ってみたところで、そこに規則性などを見出す

ことは難しく、何よりその変化の速度についていくことは通常の認識力では不可能であった。目まぐ

るしく移り変わる心象イメージを静かに観察していると、それは千変万化する知覚上の虹を眺めて

いるかのようだった。 

こうした虹を生み出している要素と作用を発見していきたいと思う。なぜなら、ここに人間が司る直

観力や創造性の鍵がありそうだと感じているからだ。絶えず泉のように湧きあがってくる心象イメー

ジを観察していたことを思い出しながらそのようなことを思った。 

論文の加筆修正に取り掛かる前にもう一つだけ書き留めておきたいのは、先ほどふと、最後の最後

まで書き続けることの意義を再度実感したことだ。端的には、人生を閉じるその瞬間まで文章を書き

続けていくことの意義を改めて実感したということだ。 

今の私はどこか、人間に不可避の死という現象が自分に迫った時に、自分は一体何を感じ、何を

考えるのかに強い関心がある。私はこれまで死に行く者の言葉をあまり見たことがない。死が一歩

一歩近づいてくる時に、人間は何を見、何を感じ、何を考えるのか。それに対して静かで激しい関

心がある。 

一切風がなく静止した世界が目の前に広がっている。雲の動きも視覚では捉えることができず、相

変わらず薄い雲が空全体を覆っている。幾分灰色がかった世界がここにある。それとは対照的に、

色彩に溢れたバッハの音楽が書斎に鳴り響いている。 

空っぽになったコーヒーカップにコーヒーを注ぎ、これから論文の加筆修正に集中して取り組む。フ

ローニンゲン：2018/5/19（土）10:12 

No.1025: A Midsummer Swan 

I can sense a midsummer swan flying to the sky. Also, I can hear the swan gently landing on the 

tranquil surface of a lake. Groningen, 10:25, Tuesday, 6/19/2018 
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2585. あの世からの手招き 

時刻は夕方の七時半を過ぎた。爽やかな風が吹き抜ける土曜日の夕方。 

今朝は雲が空一面を覆っていたが、昼過ぎから急に晴れ間が見え始めた。太陽の光が地上に降り

注ぎ始めたのに呼応して、小鳥たちが元気よく鳴き始めたのを覚えている。今も耳を澄ませてみる

と小鳥たちの歌声が聴こえてくる。 

午前中から午後にかけて論文の加筆修正を行い、無事に今日のノルマを達成した。明日の午後に

もう一度見直し、ここまでのドラフトを論文アドバイザーのミヒャエル・ツショル教授に送ることにする。 

先ほど夕食を摂りながら、「初夏の雰囲気が漂うこの時期は、あの世からの手招きを受けやすいの

かもしれない」ということをふと思った。というのも、昨年のこの時期を思い出してみると、私は突然に

埴谷雄高氏の『死霊』という形而上学小説に多大な関心を示し、オランダに来て初めて日本のアマ

ゾンからその書籍を注文した。 

現在においても、この二年間においてオランダにいながら日本から取り寄せた書籍はそれ一冊し

かない。食卓の窓から見える景色をぼんやりと眺めていると、昨年の夏に没頭するかのようにその

作品を読み進めていたことを思い出したのである。そこから派生して、ここ最近の私が意識の形而

上学に再び関心を示していることについて考えた。今日はこれからシュリ・オーロビンドが執筆した

書籍を読み進めていく。本書もまさに意識の形而上学の範疇の内容を扱っている。 

また、オーロビンドに加え、ヘレナ・ブラヴァツキーとルドルフ・シュタイナーの書籍もここ最近読み

始めていることも何かの予兆かもしれない。ブラヴァツキーとシュタイナーは、私が街の古書店で購

入した書籍以外にも大変興味深いものを何冊も出版しているため、今日か明日の夜に吟味した書

籍をもう7冊ほど購入しようと思う。 

初夏が近づくこの時期は、あちらの世界から何か手招きをされているかのように感じる。手招きに応

じる形で、意識の形而上学に関する理解を再度ここで深めていく。 
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辿られる記憶の時間が前後左右する。今日は夕方から、バッハの曲を参考にしながら作曲実践を

行った。これから少し手直しをすれば、とりあえず一つまた新たに形が生まれたことになる。内的感

覚を音楽言語を通じて形にしていくこと。これからより一層実践と考察を重ね、自分の文体とも呼べ

るような作曲語法を構築していく。 

昨夜就寝前に、偶然にも辻邦生先生の『パリの手記：海そして変容』を手に取った。この書籍は私

にとって大変思い入れのある一冊である。この手記はそもそも、辻先生が今の私と同い年の頃にフ

ランスに渡った時の日記が元になっている。今から二年半前、私が欧州に渡る準備をし始めている

頃からこの手記を読み始めた。そして、欧州の一年目の生活の期間において、この手記を深く読む

ことによって私は随分と励まされた。 

あの頃の私は、辻先生のこの一連の手記と森有正先生の日記に支えられていた。この夏、私はま

たこの手記を読み返す予定でいる。今年の北欧旅行に持って行ってもいいかもしれない。全五巻

に及ぶ辻先生のこの手記を再度繰り返し読んでいく。お互いに生活をしている場所も異なれば、時

代もまるっきり異なる。 

この一連の手記が書かれたのは、今からもう60年以上も前のことである。だが、時代も場所も超えて、

この手記には私の心を捉えてやまないものがある。一人の人間が自らの使命に気づき、激しくその

生を生きること、そして生きることの中に充実感と幸福感を見出すことは時代も場所も関係ないのだ

ろう。フローニンゲン：2018/5/19（土）19:56 

No.1026: Something to Start 

I’ll leave for London in an hour and a half. My expectation for a six day five night trip is rising. 

Groningen, 06:05, Wednesday, 6/20/2018 

2586. ウミガメの絵を描く夢 

今朝は五時半に起床し、六時から一日の活動を開始させた。今日は昨日の朝よりも雲の厚さが薄

い。天気予報を確認すると、今日からしばらく天気の良い日が続く。気温に関しても20度を越す日

が続くようであるから、今日からまた暖房を使う必要はなさそうだ。 
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静かな土曜日の早朝。今朝方の夢について少しばかり思い出す。夢の中で私は、高校時代に住

んでいたアパートの自室の中で絵を描いていた。どうやら海から浜辺に上がってくるところのウミガ

メを描いているようだった。 

ウミガメの後ろの海は透き通っていて、ウミガメの甲羅の色は幾分青みがかっていた。ウミガメの甲

羅をよくよく見ると、灰色の筋のようなものが入っていることに気づいた。どうやらこのウミガメは、海

を旅している最中に甲羅に傷が入ったようだった。これも旅の勲章だろうか。このウミガメはここに至

るまでにどのような旅を経てきたのだろうかと想像する。 

灰色の筋がいくつも入った甲羅を見ると、旅の過程は波乱万丈であったにちがいない。だが、今こ

の瞬間にこのウミガメは無事に陸に帰ってきた。海から陸への生還を果たしたのだ。 

夢の中の私は、想像力を働かせながらそのようなことを思っていた。実際に私がなぜウミガメを描い

ていたのかは定かではない。夢の中のその瞬間の自分の内的ビジョンがそれだったとしか言いよう

がない。ウミガメの絵を描き終わった時、ちょうど友人が自宅を訪ねてきた。 

私は友人を出迎えに玄関に向かった。玄関を開けてみると、突然学校の廊下に変わっていた。玄

関のドアを開けっ放しにし、私は訪ねてきた友人と共に廊下を歩き、教室かどこかに向かっているよ

うだった。あるところまで歩くと、私はハッとして、忘れ物をしたと思った。 

友人に謝り、急いで自宅に帰ることにした。自宅に帰り、自室に戻ってみると、先ほど描いたウミガメ

の絵が無くなっていることに気づいた。部屋のどこを探しても見つからない。絵が見つからないこと

に対して途方に暮れていると、先ほどの友人が自宅を訪れ、私の部屋に入ってきた。 

友人A：「何か探し物？」 

私：「うん・・・さっき描いた絵が見つからなくて」 

友人A：「絵？どんな絵？」 

私：「ウミガメを描いた絵なんだけど・・・誰かに盗まれたのかな？」 
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友人A：「一緒に探すよ」 

友人と私はそこからウミガメの絵を見つけるために部屋をくまなく探した。描いている最中は気づか

なかったが、描き終えてみるとその絵に対する愛着が湧き、とても大切な絵のように思えてきた。 

確かに机の上に置いて部屋から出たはずであり、ここに無いはずはないと思って部屋を探した。部

屋の窓が開いており、風で飛ばされ、部屋の床に落ちたのかと思い、床に顔をつけるようにして絵

を探した。すると机の下がホコリだらけであることに気づいた。ホコリを掃除しなければと思っていた

矢先、机の横にある引き出しの下に爪切りを見つけた。 

探そうとしていた絵は結局床にも落ちてなかった。幾分落胆の感情が湧き始めた時、また別の友人

が自宅を訪れた。その友人は私の部屋に入ってくるや否や一枚の絵を見せてきた。それは以前私

が描いた絵だった。 

友人B：「この絵をイタリア人のXX先生に見せたらすごい褒めてたよ」 

私：「それは良かった」 

友人B：「ただ先生は、『この絵は筆を無意識に動かして描いたのではなく、明確な意図を持ってこ

のようなパターン構造を生み出したんじゃないか』と言ってたよ」 

私：「先生は全てお見通しのようだね」 

友人とそのようなやり取りをしながら、私は引き続きウミガメの絵を探していた。そこからも一向に絵

が見つかる気配がなく、授業が近づいていたため、絵を探すことを一旦諦めた。私は自分のスケ

ジュール帳を開くことが億劫であったため、彼に今日のスケジュールを訪ねた。最初の授業の開始

までほんの数分しかなく、私は焦っていたが、友人はスケジュール帳を自分のカバンから取り出す

のにもたついていた。 

結局私は自分のスケジュール帳を確認し、慌てて自宅を出発し、最初の授業に向かった。自宅の

玄関から外に出てみると、今度は学校の廊下ではなく、薬局に続く道が開けていた。私は薬局に立
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ち寄り、塗り薬を購入しようと思った。店に入ると、レジにはまた別の友人が清算をしている最中だっ

た。 

友人は財布から一万円札を取り出したが、小銭で何かを購入しようとしていた。その光景を見なが

ら、この店は日本円で購入する場所なのだと思ったのと、友人が一万円札をいくつも財布に入れて

いたことに驚いた。友人に一声かけた後、私は目的の塗り薬を持ってレジに向かった。すると、英語

があまり話せない南米系の小さな女性がレジで何かを購入しようとしていた。 

しかし、どうもその女性のクレジットカードが機能しないようだった。私は授業が始まるために急いで

いたが、その女性に声をかけ、支払いを手伝った。だが、何度試してもクレジットカードはうまく機能

せず、現金で支払うことを彼女に勧めた。その女性には自分の言っていることがあまり伝わっていな

いかもしれないと思いながら、もう一度時計を確認した。 

顔を上げてみると、先ほどの女性はどこかに消えていた。私は不思議に思いながらも、薬局の店員

に購入予定の塗り薬を渡した。「普段これはお医者さんの特別な許可がないと購入できないんです

がね」とその店員は笑みを浮かべながら述べ、私は無事にその薬を購入した。そこで夢から覚めた。

フローニンゲン：2018/5/20（日）06:47 

No.1027: In the Morning in London 

The second day to stay in London started. I’ll visit the British Museum from now. It’s sunny 

today, which is perfect for sightseeing. I expect to encounter the unknown at the museum. 

London, 08:50, Thursday, 6/21/2018 

2587. ゲオルク・フィリップ・テレマンについて 

早朝の七時を過ぎた頃、ようやく太陽の光がフローニンゲンの街に注ぎ始めた。空を覆っていた薄

い雲はどこかに消え、今日は一日を通して良い天気に恵まれるそうだ。今は部屋の気温が少し低

いが、これから徐々に暖かくなっていくだろうと思われる。昨夜、偶然にもゲオルク・フィリップ・テレ

マン（1681-1767）というドイツの作曲家を知るに至った。 
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バッハとも親交があったテレマンは、人類史上最もクラシック音楽の楽曲を残した人物と言われて

おり、その数は4000とも6000とも言われる。テレマンがそれほどまでに膨大な数の曲を残しているこ

とを知り、私はテレマンの人となりや彼の作品に関心を持った。 

私は普段から、何かに取り憑かれ、膨大な数の表現物を世に残した人に関心を持っている。テレマ

ンはまさに何かに取り憑かれ、その結果としてそれほど膨大な数の曲を生涯にわたって書き続けた

のだと思う。私はテレマンという人物の名前を昨日初めて知ったが、これだけの数の作品を残して

おきながら、これまで私がこの作曲家を知らなかったのかはなぜなのかを考えていた。テレマンは、

バッハと親密な友人関係を築いており、頻繁に手紙をやり取りするような間柄だったそうだ。 

また、テレマンはバッハに劣らないような作品を世に出していたと知る。86歳まで生きたことは、当時

においては長寿であろう。晩年まで創作意欲が衰えることなく、常に新たな音楽世界を切り開くよう

に探究を続けていったテレマンの名前があまり知られていないのは不思議に思った。さらに少しば

かり調べてみると、当時においては、テレマンはバッハよりも格上の作曲家として社会から認められ

ていたようだった。 

そうした史実を見るにつけ、テレマンの人となりや作品に対する関心が高まった。昨夜は早速、キー

ボード用にアレンジされた幾つかの曲が収められたテレマンの楽譜をイギリスの書店に注文するこ

とにした。先ほどもまたテレマンについて少しばかり調べ、そこからヘンデルとバッハについても調

べていた。1700年代において、当時のドイツの中で最も人気があった作曲家はテレマンであり、そ

の次にヘンデルが続き、バッハはそこからだいぶ下に位置しているようだった。 

テレマンやヘンデルの人気が高かった背景と、そこから時代が現代に向かうにつれてバッハの評

価がテレマンを超えた背景についても調べていこうと思う。一つの関心事項から次の関心事項へと

興味の連鎖は絶えない。 

今日は午前中に、昨夜に引き続いてシュリ・オーロビンドの書籍を読み進めていく。感覚的に午前

中の早い段階で一読目が終わるであろう。そこからは、辻邦生先生が執筆した『小説への序章』と

いう小説論に関する書籍を読む。本書を読む目的は明確であり、小説を書くためにこの本を読む

のではなく、自分なりの作曲論を構築するために本書を読む。 

© YOHEI KATO 2018 !14



本書で書かれている記述を全て作曲の文脈の中で読み解いていく。そうすることによって、自分な

りの作曲論の構築に向けた一歩を歩めるような気がしている。今日も旺盛な読書をしていき、その

合間に作曲実践と論文の執筆を行っていく。今日もまた充実した日曜日になるだろう。フローニン

ゲン：2018/5/20（日）07:55 

2588. 肌寒い日曜日の正午に 

穏やかな太陽光が地上に降り注いでいる。書斎の窓を開けると小鳥の鳴き声が聞こえて来る。風は

とても爽やかであり、むしろ冷たいぐらいだ。日曜日も早いもので昼食どきを迎えた。 

午前中にシュリ・オーロビンドの書籍を読み進めていると、あっという間に時間が経った。フローニン

ゲンの街の古書店で購入したこの書籍は数多くの洞察を私にもたらしてくれた。今回は一読目であ

るから細部に囚われるのではなく、まずは全体を通して本書を読み進めた。不思議なもので、本書

を読み進める中で、今の自分に重要な文章が浮かび上がってくるかのように自分にやってきた。 

そうした文章をとりわけ丹念に読み進めながら本書を先ほど読み終えた。このリアリティにおける根

源的な振動と音楽との関係に関する記述にはとりわけ関心を引き、再読時もそこを丹念に読み返

すことになるだろう。 

ちょうど本書を読み終えるかどうかのところで、これから美学の探究や作曲などの芸術活動に力を

入れていくと、人付き合いが変わっていくような気がした。なぜこのようなことを突然思ったのかはわ

からないが、これから数年間の間に随分と人付き合いが変わるのではないかと思ったのである。私

はもともと人付き合いは少ない方だが、美学や芸術の探究を通じて、ここから数年の間に新たな出

会いを経験するように思う。旧友との付き合いも大切にしながらも、自分が変わっていくことによって

人付き合いも変わっていくように思えてくる。 

書斎の窓から新鮮な冷たい空気が入ってくる。正午のこの時間帯における気温は20度とのことであ

るが、体感温度はもう少し低い。穏やかな太陽が顔を覗かせながらも、肌寒さが残っている。五月も

終わりに近づいているため、こうした肌寒さはあまり信じられないかもしれないが、これが北欧に近

いオランダ北部の気候であると改めて思う。 
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窓の外をぼんやりと眺めていると、ゆるやかな風に揺れる街路樹の葉の動きに目が止まった。その

動きを眺めていると、自分の心の中に綺麗な花びらが舞う姿が見えた。それはとても生き生きとした

舞いであり、躍動感に満ちていた。人間の心象イメージというのは本当に不思議なもので、思っても

いないようなイメージが突然何かのきっかけに現れる。 

今日はこれから近所のスーパーに買い物に出かけ、昼食後は作曲実践を行い、午後からは辻邦

生先生の『小説の序章』を読み進めていきたい。日曜日の午後も静かに黙想的に過ごしたいと思う。

フローニンゲン：2018/5/20（日）12:09 

2589. 作曲理論の構築に向けて 

時刻は夕方の四時を迎えた。フローニンゲンではこの時間帯が最も気温が高くなる。確かに今は西

日が強いが、今日の気温はそれでもやはり涼しい。爽やかな風がフローニンゲンの街を駆け抜けて

おり、街路樹の木々の葉を優しく揺らしている。風と街全体が一つの揺りかごのような器となり、街路

樹を含めた自然を包んでいる。そして、自然はまた街全体を包み返している。 

今日はこれから作曲実践を行う。実際には昼食後に一度作曲実践を行い、すでに一曲ほど作った。

ただしそれは、昨日作った曲の調を実験的に変え、モチーフやメロディーの部分を修正したものに

過ぎない。 

すでに作った曲を修正したり、それを膨らませることによって新たな気づきや発見がもたらされるの

は確かだが、それは期待していたよりも少ないものであった。昨夜、その日に作った曲をその日のう

ちに新たな曲として編曲することによって作曲経験を増やし、作曲技術を高めていこうと思ったが、

今の私にとって最も学びになるのは、そうした編曲を行うことではなく、新たに曲を作っていくことだ

と改めて実感した。 

過去の作曲家に範を求め、一つ一つ新たに曲を作っていく。夏以降は時間帯を変えて毎日二曲

ほど作ることができれば理想だが、それまでは少なくとも毎日一曲ずつ作っていく。とにかく曲を生

成することを通じて作曲経験を豊かにし、その経験から汲み取れることをできる限り言語化していく。

今の私は、まだまだ作曲に関しては言語化が足りていない。 
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それはおそらく、言語化に資するだけの経験をまだ十分に積んでいないからかもしれないし、言語

化するだけの音楽言語を持ち合わせていないからかもしれない。前者に関して言えば、一つの経

験の中にも必ず何かしらの気づきや発見があることを考えると、できるだけ言語化をしておきたいと

思う。 

今はそうした気づきや発見を自然言語の形ではなく、とりあえずデッサンの形で作曲ノートに残して

いる。曲を作り終えた後にその曲を聴いた時に喚起される内的感覚をとりあえずデッサンしておくこ

とは、作曲体験そのものをさらに豊かなものにするために有益な実践だろう。 

先ほど、辻邦生先生の『小説への序章』を何章か読み進めた。これは辻先生が42歳の時に世に送

り出した小説論であるが、それ以降に書かれたどんな評論よりも難解であるように思える。それでい

て、一番得るものが多いように感じるのも事実だ。私が本書を読み進めている意図は明確であり、

小説を執筆するためではなく、自らの作曲理論を構築していく足がかりを得るためである。 

本書を私は曲の制作方法の理論書とみなして読み進めている。小説と作曲は表現媒体が異なるた

め、その創造プロセスにおいても異なることが多いが、同時に見過ごせない共通事項が存在してい

るように思う。それは美を創出する普遍的な方法と呼べるかもしれない。それを自分なりに掴み、そ

の方法を自らの言葉で説明できるようにしていく。 

その実現に向けた洞察を無数に提供してくれるのが本書だ。短い曲の中で、感情の動きや内的感

覚を目には見えない物語構造の中で表現できるようになることを当面の目標とする。フローニンゲ

ン：2018/5/20（日）16:29 

2590. 直感把握と言語化との関係性 

時刻は夜の九時を迎えた。この時間帯のフローニンゲンはまだ明るい。日没まであと一時間ほどの

時間がありそうだ。早いもので日曜日も終わりに差し掛かっている。この二日間の休日は普段と変

わらないぐらいに充実していた。毎日が充実感と共に一瞬にして過ぎ去っていく。 
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時の流れはかくも早いものなのかと思わされる一方で、日々感じている充実感は永遠の特性を帯

びているがゆえに、全体としての時の流れは緩やかに感じる。時間という存在の探究と自分の時間

感覚の探究の双方をこれからも続けていく。 

なにやらパトカーや消防車が通りの向こうの赤レンガの家に駆けつけている。ここからでは具体的

に何があったのか定かではないが、何人もの通行人がその様子を眺めている。そういえば冬の時

期にも一度同じようなことがあった。その時には、赤レンガの一軒の家から煙が出ていたことを覚え

ている。 

夕方作曲実践をしている最中に、曲の中に潜むルールを見て取った。言い換えればそれは、曲を

生み出す自分自身にある作曲創造のルールだと言える。私は自らのルールに則って曲を生み出し

ていることに気づいた。そのルールこそが、自分なりの作曲語法に違いない。 

今は作曲語法と呼べるような代物では決してないが、それが発達していくことを予感している。いや、

それは予感する必要もなく、それは間違いなく発達をしていく。自己の発達と同様に、曲を生み出

す規則性は間違いなく発達を経験していくのである。曲を生み出す規則性がどのように発達してい

くのかをこれから特に意識を当てて観察していく。 

まずは自分の内側にどのような性質の規則があるのかをより明瞭にし、その規則が発達していくた

めの余地を見つけていく。その余地が特定されたら、実験的に様々なことを行う。その時には、発

見された規則に応じて仮説を立てていくことが重要になる。そのようなことを今日の作曲実践を通じ

て思った。 

先ほど、直感把握と言語化との関係性について一つ閃きがあった。私たちは対象の全体を直感的

に把握する力を持つ。およそ何かを認識する際にはこうした「全体直観力」とでも呼べるような力を

活用してるように思う。ただし、全体直観力だけを行使していては、対象から意味を汲み取ることや、

対象を深く理解していくことはできない。 

全体直観力で把握されるのは、あくまでも対象の輪郭であり、そこに内包される豊かな部分的意味

ではない。ここで重要になるのが、言葉による分節化である。全体直観力で把握された事柄に対し

て言葉を当て、言葉の分節化を通じて対象を構成する部分をつぶさに捉えていく。そして捉えられ
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た部分を言葉を通じて再度全体としてまとめ上げていくことが、一つの意味の創出であり、対象の

深い理解につながっていくのではないかと思った。 

要約すると、ある体験や現象から意味を汲み取り、その本質的な理解に至るためには、全体直観

力を通じて把握されたものを言葉の文節化能力によって一旦文節し、それを再度言葉の統合化能

力を通じてまとめ上げていくことが必要なのだ。 

このように考えてみると、言葉を紡ぎ出すことには発達の原理である差異化と統合化の要素が含ま

れていることに気づく。書くことを通じて認識が深まるというのはこうしたメカニズムによってだったの

だ。今後もさらに、全体直観力と言語化能力との関係性について考察を深めていこうと思う。フロー

ニンゲン：2018/5/20（日）21:16 

2591. 祝日の朝に 

今日は五時半過ぎに起床し、六時あたりから一日の活動を開始した。今朝の起床時には、寝室か

ら鮮やかな朝焼けが見えた。それは赤紫色の輝きを放っていた。 

時刻は午前七時に近づきつつある。今、雲一つない青空が広がっており、爽やかな風が吹いてい

る。今日は一日中晴れたのようだ。 

今日はキリスト教関係のオランダの祝日とのことである。そのせいもあってか、この時間帯において

目の前の通りを行き交う人々の姿はほとんどない。少しばかり休日の雰囲気が漂う月曜日の朝だ。 

ここ数日間ほど印象に残る夢を見続けている。今朝方も印象に残る夢を見ていた。ただし、今朝方

の夢についてはその内容を忘れてしまっている。確かに夢を見たという印象だけが残る夢がここ数

日間現れ続けている。 

今日は祝日だが、いつもと変わらぬ形で今日を過ごす。昼食前に協働プロジェクトに関するオンラ

インミーティングが一件ある。こちらの案件に関しては、おそらく今日が最後のミーティングとなり、ま

た新たなプロジェクトの開始時に協働者の方とミーティングを行うことになるだろう。ミーティングが終

わるのに合わせて、近所のスーパーに行く。 
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実は昨日が本来祝日であり、今日は振り替え休日であるために、昨日スーパーを訪れると閉まって

いた。今日は昼から営業が開始されるようであるから、ミーティング後に訪れるのがちょうど良い。 

今日はまず最初に、美学に関する“Philosophical Aesthetics: An Introduction (1992)”を読み進め

る。書籍のタイトルにあるように、これは美学を探究するにあたっての入門書なのだが、中身を確認

してみると、入門書を超えているように思う。それは肯定的な意味においてであり、非常に内容が濃

いということだ。午前中はまずこの書籍を一読することに集中する。500ページ近い分量であるため、

今日一日で一読することは難しいだろう。今日と明日にかけて本書の一読目を行っていく。 

昼食後、昨日に引き続きバッハに範を求めて作曲を行う。今後しばらくはバッハを起点にして作曲

実践を積み重ねていくことにしたい。もちろん、時折他の作曲家の曲にも範を求めるが、基本的に

はバッハの音楽を核として作曲実践を行っていく。今も書斎の中にはバッハの曲が鳴り響いており、

バッハの音楽世界に自分が感じているこの魅力の正体を掴んでいきたい。それは作曲実践と美学

の探究を通じて行っていく。 

美学を学ぶ意味と意義が自分の中でますます大きくなっていく。欧州での生活を始めて以降、日

本や米国にいた時よりも芸術に触れるようになった。芸術が生活の中に溶け込み、芸術空間の中

で日々の生活が営まれていく。そんな気さえしてくる。 

バッハを含めたクラシック音楽、自宅に飾っている三枚の絵画作品、書斎の窓から見える景観。そ

れらのどれもが固有の美を生み出しており、どれもが立派な芸術だと言える。今の私は、日記を書く

ことを基軸に据え、作曲実践と美学探究をすることに最上の喜びを感じているようだ。今日もそうし

た喜びの中で時を過ごす。フローニンゲン：2018/5/21（月）07:04 

No.1028: The Refreshing Morning in London 

The third day to stay in London began. As well as yesterday, today’s weather is also very fine 

and fresh. I’ll leave the hotel around 9:30 and visit the National Gallery to enjoy a myriad of 

masterpieces. London, 07:47, Friday, 6/22/2018 
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2592. 些細な問題 

早朝に少しばかり算数の問題を考えていた。それは本当に些細な算数であり、現在使っている浄

水器のカートリッジの交換タイミングに関するものだ。今使っているBRITAという浄水器は、カートリッ

ジの交換目安として4週間か100Lを使用した場合を想定している。二つの表記があったが、最初は

一ヶ月に一回ほどカートリッジを交換していた。 

しかし、今朝方改めて一日に使う水の量を計算してみたところ、3Lに満たないことがわかった。この

計算には、純粋に水として飲む場合とお茶やコーヒーを作る場合に使用する水の量も含んでいる。

一日にせいぜい2.5Lぐらいしかこの浄水器を使っていないのではないかとふと思った。また、カート

リッジの交換に関して、4週間という期間を目安にするよりも、どれだけ浄水器を使ったかを示す100L

を目安にする方が正しいように思えてきた。 

週末にカレーを作る際に2.5Lほどの水を使うため、一ヶ月に浄水器を活用する水の量はおよそ85L

ほどになる。これでもまだ100Lに満たないことがわかり、もう5日ほど伸ばして35日間の交換サイクル

にした方がいいのではないかと考えていた。もちろん、こうした計算の前提には100Lで交換すること

が望ましいというものがある。おそらくこれは製造者側が何らかの調査によって明らかにした数値だ

と思うが、販売者側の視点に立ってみると、カートリッジの交換頻度が高い方がより売り上げが立つ

ため、実際のところは100L以上使えるのではないかと思っている。 

一応私は、製造者側と販売者側の意見の擦り合わせによって算出されたであろう100Lを信頼する

ことにしている。まずその数量を信じ、そこから逆算してカートリッジの交換頻度を自分で計算し直

すことを今朝方行っていた。こんな些細な計算であれば、本来すぐに解決されるはずなのだが、プ

ラトン全集を読みながら計算をしていたため、計算も読書もどっちつかずの状況にあった。人間の

意識は本当に一つのことに向けた方がいいということを改めて思う。 

今朝起床してすぐに30日間のサイクルでカートリッジを交換してしまっていたため、上記のように35

日間のサイクルに変更することを決意した後、BRITAからカートリッジをもう一度取り出し、後5日ほ

どこれまで使っていたカートリッジを使うことにした。すでに2.5Lほど浄水に使ってしまった新しいカー
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トリッジは一旦乾燥させようと思う。今後はBRITAの交換サイクルを35日にすることをもう一度自分に

言い聞かせる。 

この一件は本当に些細なことだが、こうしたことが自分の頭の中に漂ったままでは仕事に集中する

ことができない。こうした些細な問題であっても文章の形にし、問題を整理した上で本来集中するべ

きことに集中していくことが自分にとっては大切だ。文章を書くことの効用をここでも実感する。 

今日はこれから美学の書籍を読み進めていく。それは今日の中でも最も楽しみにしていることの一

つだ。昼食後の作曲実践が終わったところで一度仮眠を取り、仮眠後は論文の執筆を行っていく。

無事に昨日全ての修正点を修正し終えたので、今日は最初から最後まで文章を読み、より文章を

洗練させていく。説明が不十分な箇所があればそこに文章を肉付けし、不要な箇所があればそれ

を削ぎ落としていく。 

感覚として、不要な箇所よりも説明がより必要な箇所の方が多いように思う。論文の制限字数まで

随分と余裕があるため、より説明が必要な箇所についてはどんどんと文章を足していく。論文の加

筆修正を夕食前から夕食後に終えたところで、論文アドバイザーのミヒャエル・ツショル教授にドラフ

トを送りたい。論文の完成までもうあと少しだ。フローニンゲン：2018/5/21（月）07:40 

No.1029: A Scarabaeid Beetle of Time 

The morning has come on the fourth day for me to stay in London. The impression that I got at 

the National Gallery yesterday still remains within me. I can feel that a “scarabaeid beetle of 

time” is living inside myself. I knew that ancient Egyptians considered scarabaeid beetles divine. 

London, 08:22, Saturday, 6/23/2018 

2593. 音の神秘 

小鳥の鳴き声が美しく響き渡っている。早朝から書斎の窓を開け、新鮮な空気と共に小鳥の綺麗な

鳴き声が部屋の中に入ってくる。 

今日は本当に天気が良く、雲一つない。爽やかな風が吹いており、街路樹の葉っぱが軽快な踊り

を見せている。街路樹の葉っぱはもう本当に立派になった。目の前に立っている街路樹はたくさん
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の黄緑色の葉をつけており、その奥にある街路樹はより濃いい緑色の葉をつけている。爽快な風が

吹いた時、それらの葉っぱたちが一様に踊る姿は壮観だ。 

今朝方、一つ一つの感情に宿る固有の色と形について思いを馳せていた。もの哀しいという感情

には陽気さが持つ色や形とは別の色と形がある。また、もの哀しいという感情一つをとってみても、

無数の色と形が存在していることがわかる。一つの感情に固有の色と形を探り、一つ一つの感情の

中に内包された多数の感覚についても意識を研ぎ澄ませていく。ちょうど早朝に以前作った曲を聴

いていると面白い現象に出くわした。 

ここ最近は、自分の作った曲を聴く際には必ずデッサンをしている。言い換えると、曲を聴きながら

喚起される内的感覚を絵として表現する実践を行っている。今朝この実践をしている時に、以前用

いた三色の色と同じ色を選んで再びその曲から喚起されることを絵として表現しようとしている自分

がいた。これはには驚き、少しばかり笑みが漏れた。 

以前と同じ色の色鉛筆に思わず手が伸びた自分。ここには一つ深いテーマが横たわっているよう

な気がする。つまり、その曲が同一の感覚を引き起こしうる力を持っているかもしれないという点であ

る。あるいはより一般的に、一つの曲はある固有の感覚を喚起しうるのではないかということだ。 

しかしこれはそれほど単純な問題ではなく、ある曲から喚起される感覚が一つの固有のものであっ

たとしても、おそらくそれをデッサンなど他の表現手段を用いて形にしてみると、形になったものに

は差異が宿りうる。ここにはやはり、作品と聞き手の相互作用のようなものが隠れており、作品から

聞き手への働きかけのみならず、聞き手が経験と感覚を用いて解釈を行うという作品への働きかけ

によってそうした差異が生まれるのかもしれない。 

いずれにせよ、先ほど自分の曲を聴いている際に、同一色を選ばせるような固有の感覚がそこにあ

ることに気づいたのと同時に、デッサンされた形が結局は異なっていたことからも、そこには差異が

生まれていたことになる。自ら創造したものと再度向き合うことによって、新たな創造が芽生えるとい

うことは興味深い発見だった。 

音楽の持つ力、ひいては音の持つ力についてはより探究を進めていきたい。曲を生み出すことに

よる治癒と変容、曲を聴くことによってもたらされる治癒と変容は、私にとって最重要な主題の一つ
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である。人々が自らの曲を作り、自らの曲を聴くことによって自己の囚われから解放されることはな

いだろうか。ここからは、治癒と変容をもたらす音の特性について真剣に探究を進めていきたい。フ

ローニンゲン：2018/5/21（月）10:46 

No.1030: A March of Little Birds 

Today is the fifth day to stay in London. I’ll visit the Charles Dickens Museum and then the 

British Library to concentrate on composing music. Today will be a precious step for my future 

work. London, 08:47, Sunday, 6/24/2018 

2594. 修練の開始に向けて 

今日も一日が終わりに差し掛かっている。今日という一日が充実していたと言う必要のないほどに

どこか満たされたものを感じている。欧州での私の日々はこのようにして、一日一日がある満たされ

た感情が凝固した時間の中で過ぎていく。こうした日々はいつまで続くのだろうかという思いと、こう

した日々を永遠に続けていきたいという思いが交差する。 

自分が理想とする創造活動の実現に向けて絶えず準備を積み重ねていく。とにかく今の私は準備

の時期にいるということを忘れてはならない。絶えず豊かな経験を積み、絶えず自分なりにその経

験を咀嚼していく。自分の中で真に仕事と呼べるものを開始することができるのは、人生においてもっ

とずっと後のことである。 

今はとにかく準備の時期だ。この準備の時期を上述のような満たされた時間感覚の中で過ごしてい

くことが大切になる。 

時刻は夜の九時半に近づきつつある。フローニンゲンの日は随分と伸び、昨日は十時になっても

まだ完全に日が沈んでいなかった。鮮やかな夕日が西の空に沈んでいくのが見える。私はこの時

間帯の空の雰囲気が好きだ。 

日中の晴れ渡る空は、どこか自分の存在を明るく照らし、「全て良し」と言わんばかりの感覚をもたら

してくれる。一方で、この時間帯の空は、静かに空全体の中に溶け込んでいくことを促してくれる。
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言い換えると、空に全てを委ね、暮れ行く空と一体となるような感覚がするのである。今目の前に広

がっているのはそのような空だ。 

二羽の鳥がその空を舞う。彼らもまた空に手招きされ、空と溶け合うことに喜びを見出しているのか

もしれない。 

今日は午後から論文の加筆修正をした。無事に全ての加筆修正が済み、夕食後に論文アドバイザー

のミヒャエル・ツショル教授にそのドラフトを送った。ツショル教授からどのようなフィードバックが返っ

てくるかはまだわからないが、とりあえず現在のプログラムを六月末のロンドンの学会の前に終わら

せる旨を伝えた。つまり論文の提出は六月の半ばあたりとなる。 

いよいよフローニンゲン大学での二年間の学術生活も終わりに近づいてきている。この二年間の振

り返りは今後も折りを見て行っていくだろう。成人になって二度目の留学生活は、一度目の留学生

活とは全く異なる意味で充実したものだった。どちらの留学も私の人生を変え、人生そのものを深

めてくれたことは間違い無い。 

欧州で迎える三年目は、フローニンゲン大学に所属していた時を遥かに凌ぐような形で勉強をする。

文字通り、「勉強」をする。私はまだ何も学んでいない。大袈裟に言うのでも何でもなく、私の学びは

圧倒的に不足している。 

学びがどれほど不足しているかについて説明する必要などないほどである。日々自分が読み進め

ている先人が残した書物や論文を見れば、現在の自分がどれほど不勉強であるかが一目瞭然で

ある。ここからの一年間は、一心不乱に勉強をする。そうした勉強をしなければ人生を終えることが

できないというよりもむしろ、自分の人生を始めることすらできない。 

まだ自分は何も始めていないし、何も学んでいない。何かを始めるための徹底的な修練を必要とし

ている段階にいるのが今の自分だ。フローニンゲン：2018/5/21（月）21:35 

No.1031: Minuet on a Grassland 
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The end of my London trip is now approaching. This trip looked like as if I enjoyed a minuet on a 

grassland. I’ll be back to Groningen in the evening, and I’ll devote myself to my creative 

activities more than before. London, 07:47, Monday, 6/25/2018 

2595. 新たな一日の開始に向けて 

今朝は五時に起床し、五時半から一日の活動を開始した。以前の日記で言及したように、朝の身

体運動の中に再びヨガを加えることになった。これにより、目には見えない微細な感覚で身体の状

態が変わっているように思う。引き続き、起床直後にヨガを行うことを続けていきたい。 

五時半を過ぎたばかりの早朝のこの時間帯はとても静かだ。聞こえてくるのは小鳥の鳴き声ぐらい

である。 

朝日もこれからその強さを増すようであり、今は赤レンガの家々に少しだけ朝日が当たっている。天

気予報を確認すると、どうやら今日は午後からわずかばかり雨が降るようだ。今の空の様子を見て

いると、午後から雨が降るようにはどうしても思えないが、変化の激しいフローニンゲンの天気にお

いてはそうしたことも十分にありえるだろう。予定では、午後から街の中心部にある役所に行き、もう

一年欧州に滞在するための手続きの方法について尋ねに行こうと思っていた。 

だが、午後から雨が降るようなので、役所に行くのは明日でいいかもしれない。ちょうど行きつけの

チーズ屋にそろそろ足を運ぼうと思っていたので、明日に両方の場所に訪れようと思う。 

昨日は美学の書籍と、辻邦生先生の『小説の序章』を読んだ。前者の書籍は非常に内容が濃く、

美学の領域に含まれる無数のトピックには少々驚かされた。今の私には全く理解できないトピックが

あったことは確かである。ただし、多岐にわたるそれらのトピックを全て理解する必要は全くなく、自

分を捉えてやまない自らの関心に合致したトピックから徐々に理解の幅と深さを広げていく。 

後者の書籍に関しては、辻先生は小説家でありながらも、つくづく哲学者でもあると思った。本人も

述べているように、形而上学を好むという特性からか、本書の中には意識の形而上学に関する深

い洞察が随所にあった。また、井筒俊彦先生の言語哲学に相通じるような言語哲学思想も本書の
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中に垣間見ることができる。私はこの書籍を小説を書くためではなく、作曲のために読み進めてい

た。 

まだ未消化の内容も随分とあるため、今後も折を見て本書を紐解きたい。今日の読書は主にブラヴァ

ツキーの書籍と小林秀雄全集を中心に行う。先日購入したブラヴァツキーの最重要書籍“The 

Secret Doctrine: The Synthesis of Science, Religion, and Philosophy (2014)”がイギリスから送られ

てくるまでにはもう少し時間がある。この書籍は1600ページほどの大著であり、それを読み通す前

にブラヴァツキーの思想の入門書を読みたいと思っていた。 

そうした目的に合致しているのがまさに、先日街の古書店で購入した“The Key to Theosophy 

(1939)”だと思う。今日は午前中から本書を読み始め、合わせて小林秀雄全集の『人間の進歩につ

いて』及び『本居宣長』を読み進めていく。 

昨日論文の完成の目処が立ち、そのドラフトを論文アドバイザーのミヒャエル・ツショル教授に送っ

たため、今週末のミーティングまでは自由な時間が十分にある。そのため、上記の読書以外には、

過去の日記を編集することと作曲実践を行う形で今日を過ごしたいと思う。 

穏やかな一日、そして充実した一日がまた今日も始まった。フローニンゲン：2018/5/22（火）06:08 

No.1032: Eyes of Truth 

The first day to come back to Groningen from London started. I’ll spend time engaging in 

creative activities more than before. I know that my eyes of truth are opening. Groningen, 09:35, 

Tuesday, 6/26/2018

2596. 内側の衝動に従って 

時刻は朝の七時を迎えた。この時間を迎えてから、小鳥の鳴く声がより一層元気付いているように

聞こえてくる。活力に満ちた小鳥の鳴き声を聞いていると、こちらも活力に満ち溢れてくる。今日も

静かに一日が始まった。 
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今の空の様子を見る限り雨は降りそうにないのだが、本当に午後から天気が崩れるのだろうか。今

はそれを信じることができないが、この街の天候の変動性を考えてみた場合、もう少し観察が必要

だと思う。 

現在美学への関心の高まりに合わせて、意識の形而上学に対する関心の再燃を経験している。こ

れら二つの領域については、欧州での三年目の生活の中でとりわけ時間をかけて探究していく。

今日もこれからそれら二つの領域に関する書籍を読み進めていく。それに並行して、近々作曲理

論の解説書を久しぶりに読み返したいと思う。 

これまでは曲を作るという実践をとにかく優先させ、少しばかり経験が蓄積されたため、ここでもう一

度理論書に目を通すことが有意義であるように思われる。作曲理論に関する知識はまだまだ脆弱

であり、一心不乱に手持ちの理論書を読み進めていきたいと思う。何度も繰り返し繰り返し理論書

を読む。作曲実践の経験がひとつの段階にまで到達した都度、理論書を紐解くことによって自分の

経験を再検証し、さらなる経験への足がかりにしていく。 

知識と経験をそのようなサイクルの中で深めていく。実践に偏重するのでも、理論に偏重するので

もなく、どちらも共に偏重していく。どちらも常軌を逸した形で深めていく。明日あたりから、音楽理

論、メロディーの創出方法、フーガの技法、転調の技法、ハーモニーの創出方法、作曲理論の基

礎に関する書籍を10冊ほど一気に読み返したいと思う。作曲に関する知識基盤を一挙に拡張する

ことを促す衝動が自分の内側にある。この衝動に従う形で明日からの読書を行う。 

今日はこれから、早朝の日記に書き留めたように、ブラヴァツキーの書籍と小林秀雄の全集を読み

進めていく。それらの書籍を読むことを通じて気づきが得られた都度、できるだけ日記の中に書き

留めておきたいと思う。この夏、そして欧州での三年目の生活全体を通じて、旺盛な読書と旺盛な

執筆、そして旺盛な作曲実践を行っていきたいと心の底から思う。フローニンゲン：2018/5/22（火）

07:33 

2597. 魂の形象化能力  

どうやら今日は雨が降らないらしい。早朝に確認した天気予報では午後から少しばかり小雨が降る

ようだったが、先ほど天気予報を改めて確認すると、今日は一日中晴れのようだ。晴れと言っても薄
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い雲が所々に空に浮かんでおり、日差しはそれほど強くない。爽やかな風が吹いているため、外は

幾分肌寒く感じる。 

午後から天気がもつのであるから、午後三時あたりに街の役所に足を運び、欧州でもう一年滞在す

るための手続きについて確認してこようと思う。これを明日にするのではなく今日行う。 

早朝に聞こえていた小鳥の美しいさえずりが今は聞こえない。どうやら近所で工事をしているらしい。

自分の魂が小刻みに踊りだすかのような、あの美しいさえずりがまた聞こえてくることを望む。 

量子論の思想に対する関心が少しばかり増す。自然現象に非連続性があるのと同様に、人間の心

的な発達現象にも非連続性があることがわかっている。この点については一昨年何本かの論文を

読んでいたが、改めて発達の非連続性について思いを馳せる。 

物質世界における量子のような存在に対応するものが心的世界にもあるのだろうか。発達の非連

続性を考えると、そうしたものが存在するのかもしれない。であればそれは何と呼ぶことができるの

か。すでに研究がなされているのであれば、それは何と呼ばれているのだろうか。そのようなことに

関心を持つ。物理量の最小単位が量子であるならば、精神量の最小単位は何なのだろうか。関心

は尽きない。 

今朝方、過去の日記を読み返していると、再度その日記で取り上げていたテーマについて考えが

及んだ。それは「形を求める魂」というテーマだ。自然言語を用いて日記を書くことにせよ、音楽言

語を用いて曲を作ることにせよ、そこには何か魂の形象化能力が密接に関係しているように思えて

くる。では、形になろうとする魂は何を求めているのだろうか。 

魂はどこまで行っても一つの究極的な形になりえない。それは無数の形となって外側に出てこようと

するが、その試みに終わりはない。そうした終わりのない試みに従事しようとする魂には、やはり何

かしらの強烈な動機もしくは作用因のようなものがありそうだ。魂は一体何を望んで形になろうとす

るのだろうか。 
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小さな自我から私たちを救い出そうとする親切心か、あるいは魂自身が何かから自由になろうとす

るためか、はたまた永遠なるものとの合一を果たそうとするためか。今の私にはそれらの説明では

納得できないものが内側にある。もっと手応えのある言葉を求めようとする自分の魂がそこにある。　 

おそらくこうした手応えのある言葉を求めようとすることそのものが、魂からの要求であり、そこに魂

の特質が隠れているように思えてくる。この点については本当に未知なことが山積みにされている。

この主題は、私が創造活動を続けていく上で非常に大切なものになると直感している。ゆえに、こ

の主題については今後何度も取り扱うことになるだろう。それでいいのである。 

同じ主題を何度も取り扱うことによって初めて、その主題の奥底にあるものが見えてくる。また、主題

そのものがより発展していくことにつながっていく。とにかく自分の内側の感覚に合致した考えを書

くことによって、この主題を深めていきたい。フローニンゲン：2018/5/22（火）12:12 

2598. 一年半ほど放置していたこと 

昨日、突然浴室の電球が切れた。厳密には浴室の電球は半年前にすでに切れており、それにつ

いて私はあまり気にしていなかったのだが、浴室にある洗面台の電球が突然点灯を始め、目がチ

カチカして困ってしまったので不動産屋にメールをした。 

「水曜日か木曜日なら家にいますので、そのどちらかの日に修理屋さんの都合の良い日はあります

か？」と連絡をした。すると、二年前の日記で登場した例のヨスから連絡があり、「おはようございま

す！ご自宅にいらっしゃらなくても大丈夫ですよ。修理屋は今日（火曜日）そちらに向かいます」と

いう返信があった。 

数ヶ月前にフローニンゲン大学のイノベーション情報センターで研究インターンをした時に同僚か

ら言われたのは、「オランダ人は直接的な物言いをしてコミュニケーションする国民である」ということ

だった。不動産屋に送ったメールにはもしかすると、依然として日本人的な文脈思考の名残があっ

たのかもしれない。私のメールの意図はもちろん、自分が自宅にいる時に修理に来て欲しいという

ことであり、しかも修理は今日ではなく、水曜日か木曜日にして欲しいということだったのだが、ヨス

からのメールにあるように、結局本日火曜日に修理屋が来ることになった。 
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幸いにも今朝の天気予報の判断で、午後から予定していた街の役所に行くことを明日に延ばした

ので自宅に待機できることになったが、本当にこちらの意図を全て明示的に文章にしなければ相

手に真意を伝えることができないことを改めて知る。 

お世話になっている不動産屋が契約している修理屋はいつも同じ男性であり、これまた二年前の

日記で書いた例の人物である。あの時は、フローニンゲンに到着した深夜に排水管が破裂すると

いう事態に見舞われ、翌日にこの修理屋に来てもらった。その時の私の第一印象は2m近い大男だっ

たが、それ以降にも二回ほど彼にお世話になることがあり、確かに身長は高いがそんなに巨人では

ないことがわかった。 

午後二時半を過ぎた頃に修理屋が部屋にやってきた。挨拶もそこそこに、彼はいつもと同じように

土足で部屋に上がろうとした。ここでもいつもと同じように、私は靴を脱いでもらうことをお願いし、ス

リッパを渡した。今回洗面台の電気が点灯して困っていたのだが、それに合わせて、半年前に切れ

た浴室の電球も交換してもらおうと思った。すると、私はある重要なことをさらに思い出した。 

そういえば、書斎の電球はフローニンゲンにやってきて数ヶ月した頃、つまり一年半前ぐらいに切

れており、さらにその後数ヶ月して廊下の電球も切れた。それ以降私は天井の電気をつけることな

く今まで生活をしていたことを思い出した。それまでどのように生活をしていたかというと、書斎の電

気スタンドと、地べたに置かれた備え付けのちょうちん（？）のようなものを使って生活をしていた。

面白いもので、別に天井の電気が一切なくても生活に困らないことをこの一年半の生活を通して知っ

た。 

だが、せっかくなのでこの際に全ての電球を交換してもらうことにした。机の上にある小物の位置が

1mmでもズレると大変気持ち悪く思う神経症的な自分がいる一方で、切れた電球について一切気

にかけない大雑把な自分がいることを面白く思う。神経を使うことに関しても領域固有性なるものが

存在しているのかもしれない。 

修理屋は到着すると、すぐさま電球の交換に取り掛かった。一年半前初めて彼に会った時、彼は

英語をほとんど話せず、一方私はオランダ語をほとんど話せなかった。一年半経ってみると、彼は
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片言の英語を話し、私は片言のオランダ語を話すという微笑ましい状況になった。このあたりにも人

間の成長が見受けられる。 

修理屋はとても手慣れた手つきで全ての電球を交換してくれた。浴室の電球が交換され、電気を

改めてつけてみると、これほどまでに浴室が明るくなるのかと驚いた。また、書斎と廊下の電気をつ

けた時にも同じことを感じた。入浴する際には今日から浴室の電気をつけるだろうが、書斎の電気

をつけるかどうかはまだわからない。 

というのもいかんせんこの一年半天井の電気をつけるという習慣がなかったため、それを新たな習

慣にしなければならない。現在朝の習慣として、起床直後に内的感覚をデッサンすることと、プラト

ン全集を少しずつ読み進めることが習慣となっているが、果たして書斎の天井の電気をつけること

が習慣になるだろうか。 

正直なところ夏の時期において電気をつける必要はほとんどないが、冬に入ったらこれを新たな習

慣にする必要があるだろう。とりあえず全ての電球の交換が終わり、欧州での三年目の生活もこれ

で快適になるだろう。フローニンゲン：2018/5/22（火）15:36 

2599. 秩序と無秩序から 

今日も充実した一日が終わりに差し掛かっている。時刻は午後九時を過ぎた。今日は早朝の五時

に起床してからこの時間帯まで随分と集中的に探究活動に打ち込んでいた。もはや探究領域は混

沌としており、それらの領域を一つ一つ列挙することが大変なぐらいである。 

自分の中に秩序と無秩序を生み出す根源的な力があることに気づく。それら対極の力に寄り添っ

て探究を進めていくことが自分にとっての真の探究なのだと思う。対極性こそ万物の根源的な特質

であり、それが自らの生をこの上なく深いものにしてくれる。明日も今日と同じほどに密度の濃い時

間を過ごすことができるだろう。 

書物を読み、文章を書き、音楽を聴き、そして音楽を作る。今日はそこに画集の鑑賞もあった。学

術的なもの、芸術的なもの、実践的なものが一つの巨大なまとまりに向かって歩き始めているのを

実感する。自分にできることは、その歩みを見守りつつ自らの足で歩むことだけだ。 
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明日からは本格的に音楽関連の書籍を読み進めていく。もちろん主に読み進めていくのは作曲理

論に関するものだが、それ以外にも以前に購入した音と言語に関する書籍、先日街の古書店で購

入したギリシャ音楽に関する書籍などを読み進めていく。 

今日は昼食後と夕食後に作曲実践を行った。自分の作った曲を聴きながら喚起される内的感覚を

デッサンとして表現した。今はそれが作曲後の一つの内省実践だと言える。これからは本格的に言

語的な意味での振り返りを行っていきたい。そのためには音楽言語に習熟する必要がある。 

今の私はまだ音楽言語を扱うことができない。それは単純に語彙の不足と、言葉の獲得と合わせて

獲得していく実践経験の不足に起因する。一つ一つの作曲実践をより有意義なものにしていくため

には実践後の振り返りが不可欠であり、振り返りをするためには言葉が必要になる。 

そうした言葉を実践と書物の双方から獲得していく。そのために明日からの読書がある。これも焦る

ことなく着実に進めていく。焦る必要は全くない。緩やかにそれでいて確実に進めていくことが大切

なのだ。 

先ほどふと、現代音楽で有名な十二音技法について改めて関心を持った。以前から気になる作曲

技法ではあったが、これまで深入りをしたことは一度もなかった。ここに来て十二音技法も学ぶ必要

があると思うに至った。まだ参考図書を吟味しきれておらず、明日か明後日、あるいは今週の土日

のどちらかに優れた理論書を何冊か見つけておきたいと思う。 

この夏は少しずつ十二音技法にも習熟していく。このようにして緩やかだが着実に作曲実践の方も

進展を見せている。感覚として現在の作曲技術は、おそらく英語を習い始め、ようやく短い文章を

作り始めた段階ぐらいだろう。ここから現在のように学術論文を執筆するほどの英語力と同等の作

曲技術を獲得していくには長大な時間を要するだろう。 

しかし、今こうして日本語以上に苦もなく英語で学術論文を執筆している自分が存在していることを

見ると、作曲に関してもいつか同様の技術体系を持つ自分がそこにいるはずである。フローニンゲ

ン：2018/5/22（火）21:26 
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2600. 無風の早朝から 

今朝は五時半前に起床し、六時手前から一日の活動を開始した。昨日天井の電球を交換したため

か、書斎の明るさが増したように思う。特に今朝のように曇りがちな日において、電球はなお一層部

屋を明るくしている。電球が交換されて部屋全体を明るくすることは可能だが、なるべく自然の光を

活用しようと思う。明るくするのは手元だけで十分かもしれない。 

今朝は一切風がなく、世界がピタリと止まってしまったかのようだ。だが、時折聞こえてくる小鳥たち

の鳴き声は、この世界が確かに動いていることを知らせてくれる。どこからともなく聞こえてくる小鳥

たちの鳴き声に耳を傾けながら、一日の活動の開始に向けて心身の準備を進めていきたいと思う。 

あいにく今は曇り空であるが、これから少しずつ晴れ間が見えるらしい。午前中の早い段階で雲は

なくなり、快晴になるようだ。そうした天気の中、午後からは街の役所に行って、欧州での三年目の

滞在の手続きについて話を伺いに行こうと思う。その帰り道に行きつけのチーズ屋に立ち寄り、い

つものチーズとナッツ類を購入する。 

それ以外の時間は全て自分の探究活動に時間を充てたい。具体的には、今日は午前中から

“Voice Leading: The Science Behind a Musical Art (2016)”と“Ancient Greek Music (1992)”を読

み始める。今日は特に前者を一読することにし、後者に関しては中身をざっと確認するような読み

方をしたい。後者についてはまた後日全体の一読を行う。 

これらの二冊は全て音楽関係のものであり、それ以外には小林秀雄全集を引き続き読み進めてい

く。今日は『本居宣長』の巻から読み進めていく。こうした読書の合間合間に文章を書き、それに並

行して作曲実践を行っていく。昨日にふと、自分が生きた日数だけ曲を作りたいという思いが湧き

上がった。 

少なくとも一日一曲作っていく。その日自分という人間が様々なことを感じ、様々なことを考えながら

確かに生きていたということ。それを形として残しておくために曲を作りたい。曲を作ることは、他者

に聞いてもらうというよりも、そして自分で聞くというよりも、自らがこの世界で生きていたことを形とし

て残しておきたいというだけの純粋な思いからなされていることに気づく。 
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日々の日記が自身の存在記であるのと同じように、毎日作られる曲も存在記なのだ。世界のどこで

何をしていようと、日記と作曲を毎日行うことが自分の人生を生きることになった。完全にそうなっ

た。　 

文章の技術および作曲の技術を着実に高めていくこと。それを通じて人生そのものを深め、この世

界への深い関与を実現させていくこと。その実現に向けて今日という一日がある。無風の世界の中

に小さく流れる風のように今日を生きたいと思う。フローニンゲン：2018/5/23（水）06:13
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